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• 商号

• 代表者

• 本社住所

• 事業内容

• 創業

• 設立

• 資本金

• 売上高

• 従業員数

神保電器株式会社

代表取締役社長 村上 浩一

千葉県夷隅郡大多喜町森宮438番地1

電気機械器具の製造及び販売

大正7年（1918年）7月1日

昭和3年（1927年）7月10日

9,800万円

62億60百万円（令和２年３月期）

365名（社員230名、パート135名）

１．企業概要



3

お客様のことを第一に考え、妥協を許さない姿勢で、
３つのコンセプト（安全性、快適性、高品質）を追求。

２．カンパニーポリシー

普段、私たちが意識しない壁の裏側。ここにも神保

電器の視線は向けられています。施工時も考慮に入

れた製品開発。生活者の目に見えない配線部分へも

妥協を許さぬ姿勢で安全性を追求しています。

製品としての機能性は当然のこと、神保電器で

は、小さなお子様から高齢者の方までが、快適

で気軽に使える「人にやさしい製品」を育んで

きました。お客様のニーズが多様化する中、快

適な住空間をトータルにコーディネートした際

にもインテリアにマッチする優れたデザイン性

と操作性を両立し、心地よい暮らしに向けた真

の快適性をお届けします。

意識されることなく、空気のように電気を安心

して扱うために、神保電器では、徹底的な品質

管理を実行しています。ひとつの製品に対し

て、設計から部品加工、製品組立、品質チェッ

クまで全行程において、細部のまで厳しい目を

向け、お客様からの信頼に応える態勢を整えて

います。
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使いやすさを追求したスイッチやコンセント等をご提供。

E-5系グランシート用
コンセント

３．製品紹介



5

【受取利用】

○取引先からのでんさい受取依頼に対応せざるを得ないと考えた。

⇒でんさいネットの開業後、早々に受取利用を開始。

【支払利用】

○受取利用の開始により、手形現物は不要であることを認識。

○手形の作成時間削減に大きな期待を寄せた。

○一方で、でんさいで受け取る取引先が少ない場合、

導入効果が薄まってしまうことを危惧。

○そこで、まずはアンケートで取引先の状況を把握することにした。

取引先からの依頼で受取利用を開始し、利便性を実感。

４.でんさい導入のきっかけ



でんさいネットホームページのアンケートひな型を活用。

５.アンケートの実施

作成にあたり
取引金融機関
よりサポート
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８割以上が｢受取可能｣と回答。でんさいの普及を実感。

○受取可否をアンケートした
結果、80％が可能と回答。

○マンガ（受取利用編）を
同封し、説明を省力化。

対象：恒常的な手形支払先
188社

５.アンケートの実施

でんさい
ネットより
無償提供

受取可能

151社

受取不可

26社

未回答

11社
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受取は依頼に応じ順次実施､支払は決定から4か月で開始｡

○なお、システム改修は、検討したものの、行わなかった。
（管理も一括請求データの作成も、EXCELで可能と判明したため）

６.導入までのスケジュール

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

金融機関等から説明 ★

課内で検討
（決算作業と同時並行）

社内で意思決定 ★

セミナーに出席（再確認） ★

取引先情報の登録
パソコン環境の設定

支払方法変更開始の
案内状発送 ★

テスト稼働（1社） ★

支払い開始 ★

実施事項
2017年 2018年

アンケート発送・回収
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作業時間が10時間/月短縮。コストも４万円/月削減。

事務量（単位：時間・単月） コスト（単位：万円・単月）

７.支払利用開始による効果

○でんさいと手形が併存しても、トータルでのコスト削減を実感。
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手形の作業やコスト削減のほか、振込の効率化も実現。

【作業量の削減項目】

○手形の発行作業（金額記入、印紙貼付、押印等）

○手形用紙の購入や発送に係る作業や移動

○領収証の確認・整理、切手の管理

【コストの削減項目】

○手形や領収証に貼付する印紙税

○手形用紙購入代金および購入のための交通費

【副次的効果】

○振込も、データ一括投入による操作に変更。
（EXCELによるでんさい一括請求データの作成を応用）

８.削減できた作業やコスト
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手形からでんさいへの全面的な切替に向けて。

○相手先もでんさいの契約が必要。

⇒今後、手形からの切替未済先へアンケートを再送し、切替を

依頼予定。

〇相手先が利用に消極的。

⇒でんさいネットのオンラインセミナーの視聴を勧めたり、

取引先を集めたWeb説明会（でんさいネット職員が説明）を

企画予定。

９.今後の目標
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でんさいは、利用が広く浸透することで利便性が向上します。

【受取利用を検討されている方へ】

○画面での確認が不安ならば、紙で印刷することも可能です。

⇒まず始めてみれば、作業が楽になることが実感できます。

【支払利用を検討されている方へ】

○でんさいの利用者は思っている以上にいらっしゃいます。

⇒まずはアンケートを出して、利用可否を尋ねてみてください。

○わからないときは、取引金融機関のサポートを受けましょう。

⇒でんさいの導入当初はパソコン操作に不安がありましたが、コール

センター等からのサポートにより安心して操作できるようになりました。

10.ご検討中の皆様へ
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ご清聴ありがとうございました。


